	第29回　長野県地域住民大学・大町集会のご案内

いま、大町がおもしろい

自立のための地域づくりで元気な人たちとの交流・学習




よびかけ

　今、大町で楽しく元気な地域づくりが取組まれています。豊かな水資源を活用して自前のミニ水力発電の水車がまわっています（くるくるエコプロジェクト）。スキー場や荒廃農地を活用してソバと菜の花の種を同時に撒き、良質の菜種油やソバを生産し、また廃食油をバイオディーゼル燃料に再生するなど、地域内循環型の「菜の花エコプロジェクト」も広がっています。

　２１世紀が、環境と福祉、地域の時代になるために、各地で仕事おこしや、地域資源の活用をめざして活動が進められています。大町の実験と事業化はその先進であり、現在、全国から視察が相次いでいます。これをさらに地域の活性化につなげる体制も創られています。

　小泉構造改革により、地域の生活と民主主義が破壊され、住民のなかに不安と困難が広がっています。これを継承する安倍政権は日本をどこに導くのか。長野県でも田中県政で進められた６年間の県政改革が、村井県政のもとでどのようになるのか。合併問題、大規模廃棄物処理施設の建設、大規模高規格道路建設など、大型プロジェクトが再び動き出しました。

　これに抗して、産業、環境、福祉・医療、教育などが、連携しつつ小規模できめ細かな循環型地域づくりの構想と取組みが求められています。今回の住民大学では、先進的で多彩なプロジェクトが展開する大町で、楽しく交流し、大いに学び、各地で始まった地域づくりと改革の流れをさらに確かなものにするための重要な機会としたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施要綱

期　間　11月18日（土）午後１：００～19日（日）午後３：００
開催地　大町市木崎湖畔（宿泊は木崎湖温泉郷の旅館に分宿　１９日は大町駅前商店街）

会　場　18日：ゆーぷる木崎湖（tel0261－23－7100）

　　　　19日：大町駅前本通商店街・仁科町公民館とその周辺会場
費　用　集会参加費：1,500円（18日のみ参加：500円、19日のみ参加：1,000円）

　　　　エコツアー参加費：2,000円　食の文化祭参加費：4,000円　宿泊費（朝食付）：5,000円
主　催　長野県地域住民大学・大町集会実行委員会

協　力　NPO地域づくり工房、菜の花農業生産組合、大町のエコツアー受入連絡会

　　　　木崎湖温泉観光協会、大町駅前本通り商店街振興組合

申込み　11月10日までに、下記にお願いします。

　　　　NPO地域づくり工房（担当：坂田悦男）0261-22-7601(T・F)　e-mail　npo@omachi.org

　　　　または、長野県地域住民大学事務局　　e-mail　ntz_daigaku@yahoo.co.jp
　　　　　　　　小川久雄　026－278－6405（T・F）　　近藤　泉　0263－46－1069（T・F)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11月18日　　受付　１：００から　　（ゆーぷる木崎湖で受付　　昼食可）

１：３０～３：３０　　　エコツアー　バスにより市内を移動

　　　　　　　　　　　　　くるくるエコプロジェクト・菜の花エコプロジェクトなどの見学

４：００～６：００　　　全体会（ゆーぷる木崎湖）
　　基調提案　住民大学運営委員会（開会あいさつ、基調提案）

　　大町の地域おこしの仲間たちによる現地からの共同報告　「持続可能な地域づくりへ」

　　　　コーディネーター　　傘木宏夫（NPO 地域づくり工房）

　　　　報告：種山博茂（菜の花農業生産組合）　山田一彦（まちに行こう実行委員会）

　　　　　　　丸山賢二（県会議員）　　　他
（宿にチェックイン）

６：３０～８：３０　食と地域おこしの文化祭　（ゆーぷる木崎湖）
　　　大北地域の食による地域おこしのグループ紹介と、多彩な料理でのおもてなし大交流会

９：００～１１：００　　懇親会　（道の家にて、懇親会費別）

11月19日
９：００～１２：００　分科会　（大町駅前本通の会場　受付は「NPO地域づくり工房」）

１．自治・自立分科会（自立をめざす地域の苦悩と可能性）

　　　朝日・自立の村づくり　　　　　　　　　　（報告者･･交渉中）

　　　白馬・小谷の自律に向けた学習運動　　　加藤享輔（白馬・小谷市町村合併問題勉強会）

　　　南信からの報告を予定
２．ふるさとを守る分科会　（小規模循環型エネルギー、交通、廃棄物処理システムの構想）

　　　安曇野市三郷の産業廃棄物処分場建設反対運動　　（報告者･･交渉中）

　　　地域高規格道路建設見直し運動　　　松沢好哲氏(北アルプス・安曇野を愛する会連絡会）

　　　伊那市長谷地域の風力発電問題　　　（伊那谷地域住民大学）

３．地域振興分科会（いろいろな分野をつなげる元気よい循環型地域振興）

　　　グリーンファームの産直事業　　　　小林文麿（グリーンファーム）

　　　地域通貨アルペンと観光商業のまちづくり　　吉澤俊郎（大町駅前本通り商店街振興組合）

　　　大町大黒町の里山づくり　　　　　　　（元気な子どもと里山を育てる会）

４．平和と人権分科会（戦争する国づくりに抗して平和と人権の地域づくり）

　　　多彩な活動を繰り広げる松川村「9条の会」　　成瀬政博（松川村「9条の会」）

　　　学習･文化の輪を広げるひとミュージアム　　　田島　隆（ひとミュージアム･長野市）

　　　地域に根ざす共同作業所・コムハウス　　　　　諏訪元久（コムハウス･松本市）

１２：００～１：００　　昼食（地域通貨「アルペン」を使って商店街の食堂で）　　　

１：００～３：００　　　全体会・閉会集会
　全体討論：「地域づくりのこれからと私たちの課題」　　吉川　徹（平和と手仕事多津衛民芸館）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

